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は
じ
め
に

五
三
四
年
に
北
魏
王
朝
が
瓦
解
し
、
華
北
に
は
東
の
東
魏
と
西
の
西
魏
の
二

つ
の
王
朝
が
成
立
し
た
。
い
ず
れ
も
北
魏
の
皇
族
を
皇
帝
に
据
え
た
傀
儡
政
権

で
あ
り
、
実
質
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
高
氏
と
宇
文
氏
が
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
。

華
北
の
覇
権
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
中
国
全
土
の
統
一
を
目
指
し
て
せ
め
ぎ
合

う
こ
の
両
王
朝
は
、
や
が
て
禅
譲
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
名
実
と
も
に
高
氏
と

宇
文
氏
に
よ
る
国
家
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
そ
れ
が
、
北
斉
（
東
魏
→
北
斉
、

五
五
〇
～
五
七
七
年
）
と
北
周
（
西
魏
→
北
周
、
五
五
六
～
五
八
一
年
）
で
あ
る
。

や
が
て
こ
の
争
い
を
征
す
る
の
は
西
側
の
北
周
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
に
隋
王
朝

へ
と
繋
が
り
、
全
国
統
一
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
文
化
面
に
お
い

て
、
内
容
的
に
よ
り
豊
か
で
、
優
れ
た
技
術
を
有
し
て
い
た
の
は
東
魏
・
北
斉

で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
現
在
ま
で
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
壁
画
墓
に
顕
著
に

表
れ
て
い
る
。
東
魏
に
お
い
て
直
接
的
に
継
承
し
た
北
魏
の
正
統
な
都
文
化

を
基
盤
と
し
て
、
北
斉
に
至
る
と
そ
こ
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
発
展
を
み
せ

る
。
楊
子
華
や
曹
仲
達
と
い
っ
た
個
々
の
画
家
の
名
前
が
表
舞
台
に
現
れ
出
る

よ
う
に
な
り

（
（
（

、
前
者
が
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
娄
叡
墓
（
山
西
省
太
原
、

武
平
元
年　

五
七
〇
）
の
「
騎
馬
出
行
・
回
帰
図
」
に
は
観
者
に
視
線
を
向
け

て
疾
走
す
る
馬
と
そ
れ
を
駆
る
人
々
が
前
後
三
～
四
列
に
も
及
ぶ
群
像
表
現
に

よ
っ
て
生
き
生
き
と
描
か
れ
る

（
（
（

。
近
年
発
見
さ
れ
た
忻
州
九
原
崗
壁
画
墓
（
山

西
省
忻
州
）
も
北
斉
五
七
〇
年
代
に
造
営
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

墓
内
を
守
護
・
荘
厳
す
る
神
々
や
畏
獣
が
怪
奇
な
ま
で
に
極
端
な
表
情
と
動
き

を
示
し
て
描
か
れ
る

（
（
（

。
一
方
、
仏
教
美
術
に
お
い
て
は
、
南
北
の
響
堂
山
石

窟
や
水
浴
寺
石
窟
、
小
南
海
石
窟
な
ど
都
・
鄴
城（
現
河
北
省
邯
鄲
市
臨
漳
県
）

近
く
で
皇
室
や
そ
れ
に
近
し
い
人
間
、
仏
教
界
の
主
導
的
立
場
の
人
々
の
発
願

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
石
窟
が
残
っ
て
お
り
、
北
斉
の
最
先
端
の
様
式
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
、
最
初
期
の
北
響
堂
山
石
窟
北
洞
で
は
、
柔
ら
か
い

肉
付
き
を
示
す
身
体
を
露
出
す
る
菩
薩
像
【
挿
図
1
】
が
、
片
足
を
浮
か
せ
て

立
つ
な
ど
、
自
由
闊
達
な
造
像
理
念
が
看
取
さ
れ
る
。
響
堂
山
石
窟
の
造
像
は
、

時
期
が
下
る
と
整
斉
化
を
強
め
る
と
指
摘
さ
れ
る

（
（
（

が
、
画
一
的
、
静
謐
さ
を
旨

と
し
た
北
魏
後
半
期
の
洛
陽
式
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
北
斉
の
美
術
は
制
約
の

壁
を
越
え
て
、
文
字
通
り
「
跳
躍
」
と
も
言
え
る
性
質
を
具
え
る
。
こ
の
変
革

を
引
き
起
こ
し
た
要
素
に
つ
い
て
は
、
そ
の
淵
源
や
ル
ー
ト
を
め
ぐ
っ
て
多
々

議
論
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
西
域
出
身
の
画
家
曹
仲
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達
の
活
躍
、
ソ
グ

ド
人
の
墓
葬
美
術

や
そ
の
姿
を
描
い

た
仏
像
の
発
見

（
（
（

か
ら
、
東
側
に
位

置
し
て
い
た
北
斉

も
西
域
か
ら
の
影

響
は
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
分
裂
期
の
北
朝
末
期
に
現
れ
て
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
北
斉

美
術
で
あ
る
が
、
そ
の
影
響
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
齎
す
と
共
に
、
他
地
域

へ
も
波
及
し
た
可
能
性
が
高
い
。
今
日
、
東
魏
・
北
斉
の
都
で
作
ら
れ
て
い
た

仏
教
美
術
の
様
式
を
改
め
て
基
礎
か
ら
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ま
で
河
北
省
の
東
魏
・
北
斉
の
造
像
と
言
え
ば
曲
陽
出
土
の
白
石
（
玉
）

像
に
代
表
さ
れ
た
が
、
近
年
、
鄴
城
の
趙
彭
城
仏
寺
や
北
呉
荘
窖
蔵
で
の
め
ざ

ま
し
い
考
古
成
果
に
よ
っ
て
、
東
魏
・
北
斉
の
都
鄴
城
で
制
作
、
或
い
は
拝
ま

れ
て
い
た
仏
教
造
像
の
数
が
一
挙
に
増
加
し
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
北
呉
荘

窖
蔵
か
ら
出
土
し
た
作
品
は
計
約
三
〇
〇
〇
体
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
る

（
（
（

。
そ
し

て
、
北
斉
の
造
像
の
多
く
は
、
白
石
、
即
ち
白
大
理
石
製
で
あ
る
。
目
下
、
中

国
現
地
の
研
究
者
に
よ
っ
て
整
理
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
設
の
展

示
施
設
（
臨
漳
仏
造
像
館
）
や
大
都
市
で
の
特
別
展

（
（
（

に
よ
る
公
開
に
よ
っ
て
、

一
部
の
作
品
の
様
相
が
一
般
に
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無
論
、
そ

の
情
報
量
は
、
現
場
の
研
究
者
に
は
及
ば
な
い
が
、
各
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て

異
な
る
問
題
意
識
に
基
づ
く
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
る
こ
と
に
は
意
義
が

あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
の
問
題
意
識
は
、
も
と
よ
り
日
本
に
戦
前
か
ら
伝
わ
る
北

斉
の
白
石
台
座
に
端
を
発
し
て
い
る
。
白
鶴
美
術
館
所
蔵
の
台
座
（
口
絵
3
、

以
下
白
鶴
台
座
と
略
称

（
（
（

）
が
そ
れ
に
当
る
が
、
台
座
と
像
を
別
に
設
け
て
枘

と
枘
穴
で
接
続
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
た
北
斉
期
の
作
品
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
に
台
座
の
み
が
単
独
で
伝
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
北
斉
後
半
期
の
武
平
元

年
（
五
七
〇
）
の
銘
を
持
つ
白
鶴
台
座
は
、
上
下
四
段
の
仰
蓮
を
設
け
、
上
か

ら
二
段
目
の
蓮
弁
の
半
数
が
下
方
に
向
き
伏
蓮
を
成
し
て
お
り
、
動
き
が
あ
り
、

立
体
的
な
形
状
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
各
像
は
、
丸
彫

り
に
近
い
獅
子
や
畏
獣
等
と
浅
浮
彫
り
の
蓮
華
化
生
等
が
あ
り
、
全
体
に
群
像

表
現
の
よ
う
な
仕
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

北
響
堂
山
の
美
術
は
、
時
期
が
下
る
ご
と
に
整
斉
化
す
る
と
さ
れ
る
が
、
北

斉
後
半
期
の
白
鶴
台
座
は
こ
の
流
れ
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
斉
の
美
術
は
一
つ
の
流
れ
に
は
ま
ら
ず
、
様
々

な
様
式
を
併
存
さ
せ
、
後
半
期
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
装
飾
性
を
削
ぎ
落
す
典

型
が
あ
る
と
同
時
に
装
飾
性
の
強
い
保
守
的
傾
向
を
維
持
す
る
典
型
も
あ
る

（
（
（

。

よ
っ
て
、
作
品
の
時
代
判
定
に
も
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
出
土
作
品
が

増
え
た
こ
と
は
、
反
面
、
判
断
を
難
し
く
さ
せ
る
要
素
の
増
加
も
意
味
す
る
。

し
か
し
、
丁
寧
に
追
っ
て
い
け
ば
、
複
数
あ
る
様
式
も
整
理
で
き
る
は
ず
で
あ

り
、
各
々
の
根
底
に
流
れ
る
通
念
も
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
本

研
究
に
お
い
て
調
査
し
得
た
石
窟
と
鄴
城
北
呉
荘
出
土
の
作
品
の
様
式
的
特
徴

及
び
変
遷
に
つ
い
て
先
学
の
成
果
を
参
照
し
つ
つ
整
理
し
て
い
く
。
な
お
、
本

稿
は
調
査
に
よ
っ
て
得
た
知
見
を
ま
と
め
る
こ
と
を
旨
と
し
て
お
り
、
諸
先
行

研
究
の
詳
細
な
紹
介
と
検
証
は
し
な
い
こ
と
を
ご
容
赦
頂
き
た
い
。

一
、
北
斉
石
窟
の
造
像
傾
向

①
北
響
堂
山
石
窟

鄴
城
の
比
較
的
近
く
に
位
置
す
る
響
堂
山
石
窟
は
、
邯
鄲
市
か
ら
西
北
へ
約

挿図1　�菩薩立像　北響堂山石窟北洞　
中心柱南面
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四
〇
㎞
の
鼓
山
西
側
に
開
鑿
さ
れ
た
石
窟
で
あ
る
。
北
斉
宗
室
の
開
鑿
に
起
源

を
持
つ
と
さ
れ
る
こ
の
石
窟
群
に
つ
い
て
は
、
既
に
膨
大
な
研
究
蓄
積
も
あ
り
、

造
像
の
時
代
的
な
変
遷
に
も
考
察
が
為
さ
れ
て
お
り
、
鄴
城
に
お
け
る
造
像
の

特
色
を
知
る
上
で
の
一
つ
の
指
標
に
な
る
。
南
北
の
二
つ
の
響
堂
山
石
窟
の
う

ち
、
北
響
堂
山
に
は
北
洞
、
中
洞
、
南
洞
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
北
洞
が
最
も

初
期
の
も
の
で
、
北
斉
初
に
開
か
れ
た
と
す
る
の
が
大
方
の
意
見
で
あ
る
。
西

面
、
北
面
、
南
面
に
龕
を
開
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
三
尊
像
を
彫
り
表
わ
す
中
心

柱
を
中
央
に
据
え
る
北
洞
で
は
、
肉
体
表
現
を
重
視
し
、
柔
和
な
肉
付
き
、
括

れ
る
腰
、
な
で
肩
を
特
色
と
し
た
尊
像
【
挿
図
1
】
が
、
闊
達
な
動
き
を
し
、

菩
薩
に
お
い
て
は
腰
を
ひ
ね
っ
て
片
足
を
あ
げ
る
な
ど
す
る
。
衣
文
は
煩
雑
で

な
く
、
二
つ
の
鋭
い
彫
り
込
み
と
そ
の
間
の
隆
起
に
よ
っ
て
衣
の
凹
凸
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
台
座
は
総
じ
て
簡
素
で
、
南
北
面
の
本
尊
で
は
、
中
央
を
敷
茄

子
状
に
括
れ
さ
せ
る
円
形
の
蓮
華
座
で
、
上
端
に
丸
み
の
あ
る
仰
蓮
、
下
端
に

平
た
い
反
花
を
つ
け
る
構
造
を
と
る
。
脇
侍
の
台
座
は
各
面
で
形
状
を
変
え
て

お
り
、
西
面
の
そ
れ
は
、
二
重
の
仰
蓮
と
基
壇
に
張
り
付
く
薄
い
反
花
か
ら
成

り
、
南
北
面
の
そ
れ
は
丈
が
極
め
て
低
く
、
北
面
で
は
二
重
の
仰
蓮
、
南
面
で

は
基
壇
に
接
す
る
反
花
の
み
を
具
え
る
。
基
壇
に
は

襠
衣
と
宝

冠
を
つ
け
、
細
面
と
筋
肉
質
の
身
体
を
持
つ
神
王
や
、
獅
子
、
博

山
炉
が
表
さ
れ
て
い
る
。
主
と
な
る
造
像
に
比
べ
て
、
神
王
は
、

大
き
な
動
き
も
示
さ
な
い
。
ま
た
中
心
柱
四
隅
の
柱
の
下
端
に
は
、

獣
頭
人
身
の
畏
獣
像
が
頭
部
で
柱
礎
を
支
え
て
い
る
が
、
こ
の
造

形
は
北
魏
以
来
の
伝
統
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
側
壁
に
は
計
十

四
個
の
龕
が
穿
た
れ
る
が
、
こ
の
龕
の
頂
部
に
は
伏
蓮
、
パ
ル

メ
ッ
ト
、
そ
し
て
伏
蓮
を
つ
け
る
火
炎
宝
珠
が
彫
刻
さ
れ
、
蓮
か

ら
宝
珠
が
派
生
す
る
か
の
よ
う
な
様
子
を
示
し
て
い
る
。
頂
部
に

宝
珠
を
配
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宝
珠
と
舎
利
と
が
密
接
に
関
係
す
る
こ
と

が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

中
洞
は
、
同
じ
く
中
心
柱
窟
で
あ
る
が
、
中
心
柱
の
正
面
に
龕
を
穿
ち
、
三

尊
像
を
表
す
の
み
で
あ
る
【
挿
図
2
】。
造
像
は
北
洞
に
類
似
し
、
そ
れ
が
形

式
化
し
た
様
子
を
示
す
。
た
だ
し
、
台
座
や
基
壇
は
変
化
を
み
せ
る
。
台
座
は
、

中
央
を
括
れ
さ
せ
る
円
形
蓮
華
座
で
あ
る
が
、
上
端
に
上
下
四
段
の
仰
蓮
、
そ

れ
に
続
い
て
波
状
の
唐
草
文
、
破
損
し
た
中
央
部
を
経
て
、
再
び
波
状
唐
草
、

そ
し
て
二
重
の
複
弁
反
花
、
円
弧
を
描
い
て
旋
回
す
る
円
形
蓮
華
唐
草
な
ど
を

表
し
、
装
飾
性
を
強
め
る
。
そ
し
て
、
基
壇
は
正
面
に
博
山
炉
や
神
王
像
を
表

す
だ
け
で
な
く
、
上
面
に
獅
子
と
束
腰
座
に
坐
す
小
天
人
を
各
二
体
彫
刻
し
て

本
尊
に
侍
ら
せ
て
い
る
。

最
後
に
開
鑿
さ
れ
た
南
洞
は
、
中
心
柱
窟
で
は
な
く
、
三
壁
三
龕
式
の
窟
で

あ
る
。
各
龕
に
一
仏
二
弟
子
四
菩
薩
の
七
尊
を
表
す
。
こ
こ
の
像【
挿
図
3
】は
、

大
き
な
動
き
を
示
さ
ず
、
身
体
の

括
れ
も
な
く
、
肩
を
張
り
、
全
体

に
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
寸
胴
形
に
近

挿図 2　�仏三尊像　北響堂山石窟中洞　中心柱
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く
な
る
。
台
座
は
、
正
面
本
尊
が
宣
字
座
で
、
左
右
龕
の
本
尊
は
円
形
蓮
華
座

で
あ
る
。
後
者
は
装
飾
性
が
強
く
、
上
端
の
縁
に
宝
石
形
の
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
、

続
い
て
膨
ら
み
の
あ
る
二
重
蓮
華
、
中
央
の
敷
茄
子
部
分
に
奔
走
す
る
複
数
体

の
畏
獣
像
、
そ
し
て
反
花
、
框
の
順
に
配
す
る
。
脇
侍
、
弟
子
像
の
台
座
は
、

丈
の
あ
る
蓮
台
で
、
高
く
突
出
す
る
蓮
肉
、
一
枚
一
枚
が
大
き
な
伏
蓮
を
特
色

と
す
る
。
伏
蓮
は
、
縦
に
す
と
ん
と
落
ち
、
地
に
接
し
た
先
端
を
上
に
反
ら
せ

る
。
ま
た
、
基
壇
に
は
柔
ら
か
い
肉
付
き
を
示
す
天
人
と
博
山
炉
が
表
さ
れ
、

龕
柱
の
下
端
で
は
同
様
の
特
徴
を
持
つ
人ひ

と

形が
た

の
侏
儒
が
柱
を
支
え
る
。
侏
儒
が

伝
統
的
な
畏
獣
で
は
な
く
、
新
た
な
形
象
に
な
っ
て
い
る
点
に
も
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。
以
上
の
北
響
堂
山
石
窟
の
造
像
の
傾
向
に
つ
い
て
、
岡
田
健
氏
の
言

葉
を
借
り
て
ま
と
め
る
と
、
整
斉
化
が
進
み
、
旧
来
の
北
魏
後
半
期
か
ら
東
魏

の
形
式
に
沿
わ
せ
て
落
ち
着
い
て
い
き
、
北
斉
造
像
の
生
命
と
も
言
う
べ
き
伸

び
や
か
さ
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。
即
ち
、
初
期
に
急
進
的
な
要
素
を
大
い
に
吸

収
し
て
、
そ
れ
が
在
来
の
形
式
の
中
で
消
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
構
図
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
同
時
に
、
後
半
期
に
は
装
飾
な
ど
は
よ
り
豪
華
に
施
さ
れ
、
そ
れ

が
や
が
て
隋
時
代
の
造
像
の
特
色
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
最

も
開
鑿
時
期
の
遅
れ
る
南
洞
は
、
天
統
四
年
（
五
六
八
）
以
前
に
造
営
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

（
（1
（

。
そ
れ
で
は
、
北
洞
の
急
進
的
な
要
素
の
淵
源
は
ど

こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
研
究
者
が
認
め
て
い
る
こ
と
が
、
四
川

省
か
ら
出
土
し
た
造
像
な
ど
に
も
共
通
点
が
み
ら
れ
、
南
朝
か
ら
齎
さ
れ
た

（
（1
（

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
南
朝
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
新
た
な
要
素

は
更
に
そ
の
淵
源
が
南
方
や
西
方
地
域
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
北
響
堂

山
北
洞
の
窟
内
の
中
心
柱
は
、
正
に
西
域
の
形
式
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
北

魏
時
代
に
採
用
さ
れ
た
雲
岡
石
窟
や
敦
煌
莫
高
窟
、
鞏
県
石
窟
の
中
心
柱
は
い

ず
れ
も
方
柱
形
で
、
四
面
全
て
が
彫
り
出
さ
れ
、
尊
像
を
表
す
の
で
あ
る
が
、

八
木
春
生
氏
が
指

摘
す
る
通
り
北
洞

の
そ
れ
で
は
、
後

面
の
上
部
は
彫
り

出
さ
ず
に
奥
壁
と

接
し
【
挿
図
4
】、

隧
道
状
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
、
西
域
の
キ
ジ
ル
石
窟
第
三
八
窟
な
ど
に
見

ら
れ

（
（1
（

、
中
国
で
の
前
代
か
ら
の
継
承
で
な
く
響
堂
山
に
お
い
て
新
た
に
導
入

し
た
も
の
と
言
え
る
。

②
南
響
堂
山
石
窟

南
響
堂
山
石
窟
は
、
鼓
山
南
麓
に
北
響
堂
山
石
窟
よ
り
も
遅
れ
て
開
か
れ
た
。

そ
の
造
営
年
代
は
、
天
統
元
年
（
五
六
五
）
か
ら
北
斉
滅
亡
の
承
光
元
年
（
五

七
七
）、
或
い
は
五
七
〇
年
代
初
～
中
頃
に
は
完
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る

（
（1
（

。
全

て
で
七
窟
あ
る
が
、
崖
面
の
上
下
二
層
に
龕
が
穿
た
れ
、
第
一
、
二
窟
が
初
層
、

そ
の
他
が
第
二
層
に
位
置
す
る
。
第
一
、
二
、
七
窟
が
大
型
或
い
は
豪
華
な
造

り
か
ら
な
る
主
要
窟
で
あ
る
。
ま
た
、
第
六
窟
は
、
状
態
が
極
め
て
悪
い
が
、

残
存
す
る
台
座
や
像
の
様
子
に
北
響
堂
山
南
洞
と
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
、
第
一
窟
と
二
窟
は
、
比
較
的
近
い
時
期
に
造
営
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
第
二
窟
は
開
鑿
者
の
高
阿
那
肱
が
右
丞
相
に
な
っ
た
武
平
四

年
（
五
七
三
）
の
後
、
第
一
窟
は
そ
れ
よ
り
も
や
や
早
い
と
さ
れ
る

（
（1
（

。
い
ず

れ
も
阿
弥
陀
浄
土
変
を
表
す
中
心
柱
窟
で
あ
る
が
、
第
二
窟
の
浄
土
変
は
現
在

米
国
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
窟
に
は
、
下
記

の
水
浴
寺
石
窟
西
窟
の
開
鑿
主
導
者
で
、
北
斉
仏
教
界
最
高
の
僧
籍
で
あ
る
昭
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玄
大
統
を
持
つ
定
禅
師
の
名
が
残
る
。
比
較
的
状
態
の
良
い
第
一
窟
の
窟
構
造

は
北
響
堂
山
北
洞
を
踏
襲
し
て
い
る
と
さ
れ

（
（1
（

、
中
心
柱
の
正
面
と
左
右
に
龕

が
開
け
ら
れ
、
正
面
に
七
尊
像
、
左
右
に
五
尊
像
が
そ
れ
ぞ
れ
表
さ
れ
て
い
た
。

主
要
な
像
【
挿
図
5
】
は
、
北
響
堂
山
南
洞
と
比
べ
る
と
、
概
し
て
細
く
な
り
、

身
体
の
ラ
イ
ン
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
く
。
肩
を
張
ら
ず
に
、
再
び
北
洞
の
よ
う
に

な
で
肩
と
し
、
腰
部
に
括
れ
、
臀
部
に
膨
ら
み
を
つ
け
て
安
定
感
を
持
た
せ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
傾
向
は
、
正
面
龕
に
は
っ
き
り
と
表
れ
、
南
北
龕
で
は

希
薄
で
、
腰
の
括
れ
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
身
体
の
ラ
イ
ン
の
起
伏
が
弱
い

傾
向
に
あ
る
。
加
え
て
、
龕
内
像
以
外
の
周
囲
の
像
は
、
肩
を
張
り
、
胸
に
量

感
が
あ
り
、
北
響
堂
山
南
洞
の
延
長
上
に
あ
る
造
形
か
ら
成
る
。
本
尊
正
面

龕
の
左
右
弟
子
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
蓮
蕾
（
宝
珠
か
）
と
直
方
体
の
盒
子
の
よ
う

な
器
物
を
持
つ
が
、
本
尊
も
右
手
の
第
一
指
と
第
二
指
を
念
じ
、
当
初
何
か
を

持
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
龕
本
尊
台
座
は
、
や
は
り
円
形
蓮
華
座
で
あ

り
、
北
響
堂
山
中
洞
の
そ
れ
に
比
較
的
近
い
構
造
を
す
る
が
、
文
様
の
彫
り
が

浅
く
、
蓮
弁
も
薄
く
貼
り
付
け
た
か
の
よ
う
な
様
子
を
示
す
。
上
か
ら
、
上
下

三
段
の
仰
蓮
、
敷
茄
子
部
分
に
宝
石
形
の
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
、
そ
し
て
、
最
下

部
は
複
弁
の
反
花
で
あ
る
。
反
花
の
先
端
は
、
北
響
堂
山
南
洞
の
よ
う
に
大
き

く
反
り
返
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
他
像
は
蓮
台
上
に
立
つ
が
、
台
座
の
表
面

は
模
糊
と
し
て
お
り
、
仰
蓮
ら
し
き
も
の
が
う
っ
す
ら
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

基
壇
は
、
金
銅
仏
の
基
台
の
よ
う
に
四
脚
座
風
に
作
ら
れ
、
格
狭
間
部
分
に
二

獅
子
と
二
僧
、
博
山
炉
を
彫
る
。
い
ず
れ
も
台
座
の
蓮
弁
と
同
様
に
彫
り
が
浅

い
が
、
博
山
炉
は
蓋
部
分
を
繁
縟
に
作
り
、
頂
部
に
蓮
蕾
（
も
し
く
は
宝
珠
）、

周
囲
に
直
方
体
の
盒
子
の
よ
う
な
器
物
を
の
せ
る
蓮
を
表
す
。
獅
子
は
頭
部
が

大
き
く
、
角
張
る
固
い
造
形
を
示
す
。
一
方
、
南
北
龕
は
、
本
尊
台
座
も
表
面

の
状
態
が
悪
く
、
文
様
を
看
取
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
円
形
蓮
華
座

で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
弟
子
、
脇
侍
の
蓮
台
は
、
大
き
な
蓮
葉
と
共
に
、

本
尊
台
座
か
ら
茎
を
伸
ば
し
て
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
七
窟
は
、
三
壁
三
龕
形
式
の
窟
で
、
北
響
堂
山
南
洞
の
構
造
を
継
承
し
た

と
言
わ
れ
る

（
（1
（

。
い
ず
れ
の
龕
に
も
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
の
五
尊
像
を
表
し
【
挿

図
6
】、
像
は
第
一
窟
同
様
に
細
身
で
、
括
れ
の
あ
る
腰
を
持
つ
が
、
肩
を
張
り
、

よ
り
上
方
へ
の
伸
び
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
恐
ら
く
、
両
窟
共
に
五
七
〇
年

代
に
開
鑿
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
違
い
は
、
北
洞
を
継
承
し
た
か
或
い
は

南
洞
を
継
承
し
た
か
に
因
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
主
要
龕

以
外
の
造
像
は
、
こ
の
特
殊
を
具
え
ず
、
な
で
肩
、
メ
リ
ハ
リ
が
な
く
、
丸
み

の
あ
る
身
体
を
持
つ
。
そ
し
て
、
台
座
を
み
て
み
る
と
、
第
七
窟
正
面
龕
本
尊

の
台
座
は
や
は
り
円
形
蓮
華
座
で
あ
る
も
の
の
、
仰
蓮
を
第
一
窟
よ
り
も
更
に

薄
く
か
つ
幅
広
に
作
り
、
そ
し
て
斜
め
上
方
に
伸
び
る
よ
う
に
配
し
て
お
り
、

薄
作
り
の
洗
練
度
を
よ
り
高
め
る
。
こ
こ
で
は
仰
蓮
の
下
に
無
文
の
敷
茄
子
部

分
、
そ
し
て
複
弁
の
反
花
、
框
の
順
に
作
る
。
南
北
龕
本
尊
の
台
座
は
、
い
ず
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れ
も
宣
字
座
で
あ
る
が
、
南
龕
の
本
尊
は
椅
坐
し
た
脚
先
を
踏
み
割
り
蓮
台
に

の
せ
て
お
り
、
そ
の
蓮
台
は
、
蓮
台
間
に
あ
る
人
面
の
口
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る

茎
か
ら
派
生
す
る
と
い
う
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
他
の
像
の
台
座
は
、

簡
素
な
仰
蓮
を
つ
け
る
蓮
台
で
あ
る
。
基
壇
は
四
脚
座
風
で
、
格
狭
間
部
分
に

柱
状
の
区
切
り
に
よ
っ
て
小
枠
を
設
け
、
そ
の
一
々
に
獅
子
と
神
王
、
博
山
炉

を
入
れ
る
。
枠
の
大
き
さ
に
も
因
る
が
、
像
の
一
つ
一
つ
が
小
さ
く
作
ら
れ
て

お
り
、
柔
ら
か
い
肉
付
き
を
示
す
。
こ
れ
も
南
洞
系
の
造
形
で
あ
る
。
そ
し
て
、

博
山
炉
は
、
第
一
窟
同
様
に
蓋
の
頂
部
に
蓮
蕾
の
よ
う
な
も
の
を
付
け
、
脇
に

盒
子
を
の
せ
る
蓮
を
刻
す
。
こ
の
他
、
弟
子
像
が
直
方
体
の
盒
子
、
そ
し
て
蓮

台
上
の
博
山
炉
（
宝
珠
か
）、
脇
侍
が
蓮
蕾
を
持
つ
こ
と
も
興
味
深
い
。

第
一
、
七
窟
は
い
ず
れ
も
北
斉
末
の
五
七
〇
年
代
に
開
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

身
体
の
ラ
イ
ン
に
メ
リ
ハ
リ
が
表
れ
、
仰
蓮
を
薄
く
伸
び
や
か
さ
を
目
指
す
よ

う
に
作
る
な
ど
共
通
し
た
時
代
的
特
色
を
持
つ
が
、
手
本
と
し
た
北
響
堂
山
の

窟
に
よ
っ
て
、
顕
著
な
違
い
も
同
時
に
有
し
て
い
る
。
ま
た
一
窟
内
で
全
て
の

造
像
が
共
通
の
特
色
を
示
す
わ
け
で
な
い
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
蓮
台

が
他
の
蓮
台
や
図
像
か
ら
派
生
す
る
様
子
が
表
さ
れ
る
の
は
、
浄
土
で
の
化
生

を
示
す
西
方
浄
土
変
の
浸
透
と
関
係
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
基
壇
だ
け
で
な

く
、
主
尊
に
侍
る
弟
子
ま
で
も
が
博
山
炉
や
、
香
な
ど
を
入
れ
る
盒
子
を
持
つ

こ
と
は
、
北
響
堂
山
で
見
ら
れ
た
蓮
か
ら
火
炎
宝
珠
を
派
生
さ
せ
る
連
続
的
表

現
が
よ
り
浸
透
し
、
本
尊
と
信
者
を
結
ぶ
媒
介
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
因

る
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
博
山
炉
は
、
そ
の
造
形
が
火
炎
宝
珠
の
そ
れ

と
近
く
、
そ
も
そ
も
天
を
象
徴
す
る
崑
崙
山
を
象
っ
て

（
（1
（

天
界
と
人
間
界
を
結
ぶ

役
割
を
期
待
さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
時
間
の

経
緯
と
は
関
係
な
し
に
仏
に
見
え
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
浄
土
信
仰
の
発
達
と

無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
ま
た
一
方
で
博
山
炉
と
造
形

的
に
近
い
宝
珠
が
、
舎
利
と
密
接
に
関
わ
る

（
（1
（

こ
と
も
影
響
し
て
、
博
山
炉
の
媒

介
的
役
割
、
即
ち
仏
と
人
の
間
の
紐
帯
的
機
能
を
よ
り
顕
在
化
さ
せ
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
。

③
水
浴
寺
石
窟

水
浴
寺
石
窟
は
、
鼓
山
の
東
麓
に
位
置
し
、
北
響
堂
山
と
は
ち
ょ
う
ど
山
を

挟
ん
で
背
中
合
わ
せ
の
場
所
に
穿
た
れ
て
い
る
。
響
堂
山
ほ
ど
に
著
名
で
は
な

い
が
、
西
窟
は
武
平
五
年
（
五
七
四
）
の
紀
年
銘
や
計
三
六
〇
体
も
の
供
養
者

像
を
残
し
て
お
り
、
北
斉
仏
教
美
術
史
を
考
察
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

紀
年
銘
は
ア
シ
ョ
カ
施
土
因
縁
を
示
す
浮
彫
り
に
付
随
し
、「
武
平
五
年
甲
午

歳
十
月
戊
子
朔
、
明
威
将
軍
陸
景
□
張
元
妃
、
敬
造
定
光
佛
幷
三
童
子
、
願
三

界
群
生
見
前
受
福
□
者
託
蔭
花
（
？
）
中
（
？
）、
倶
時
値
佛
。（

（2
（

」
と
記
さ
れ
る
。

同
じ
く
水
浴
寺
石
窟
の
東
山
に
は
、
武
平
四
年
（
五
七
三
）
に
亡
く
な
っ
た
陸

景
の
た
め
に
妻
・
張
元
妃
が
造
ら
せ
た
墓
所
の
窟
と
墓
誌
銘
が
あ
り

（
（2
（

、
西
窟

の
一
部
に
も
そ
の
願
目
が
反
映
さ
れ
、
当
窟
が
武
平
五
年
頃
に
は
完
成
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
張
元
妃
は
あ
く
ま
で
も
出
資
者
（
供
養
者
）

の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
供
養
者
像
は
西
壁
（
入
り
口
左
右
、
前
壁
）
に
登
場
す

る
。
主
導
者
は
、
む
し
ろ
昭
玄
大
統
の
定
禅
師
で
あ
り
、
彼
の
名
は
南
響
堂
山

石
窟
第
二
窟
に
も
見
ら
れ
た
。

水
浴
寺
西
窟
は
、
正
面
（
西
面
）
と
南
北
に
龕
を
開
く
中
心
柱
を
設
け
る
。

正
面
龕
内
に
は
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
の
五
尊
像
を
刻
す
【
挿
図
7
】。
像
の
造

形
は
、
南
響
堂
山
第
七
窟
と
近
く
、
肩
を
張
り
、
腰
を
括
れ
さ
せ
て
、
身
体
の

ラ
イ
ン
の
メ
リ
ハ
リ
を
作
っ
た
も
の
で
、
上
方
へ
の
伸
び
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
弟
子
像
は
、
こ
こ
で
も
盒
子
を
持
つ
が
、
そ
れ
は
明
確
な
蓋
を
持
つ
幅
広

の
盒
子
で
あ
る
。
第
七
窟
と
の
近
似
性
は
、
台
座
、
そ
し
て
基
壇
に
も
指
摘
で
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き
、
同
系
統
の
職
人
が
正
面
龕
の
造
像
に
携
わ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
主
要

龕
以
外
の
側
壁
の
造
像
に
、
な
で
肩
で
身
体
の
ラ
イ
ン
に
大
き
な
メ
リ
ハ
リ
な

く
、
丸
み
の
あ
る
造
形
を
示
す
像
が
あ
る
こ
と
も
第
七
窟
と
同
様
で
あ
る
が
、

南
北
龕
に
お
い
て
は
片
膝
を
や
や
上
げ
て
動
勢
を
示
す
北
響
堂
山
北
洞
系
の
菩

薩
【
挿
図
8
】
も
見
ら
れ
る
。
正
面
龕
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
本
尊
の
円
形

蓮
華
座
の
台
座
は
、
薄
作
り
の
仰
蓮
を
上
下
五
段
に
も
重
ね
、
そ
の
下
に
は
、

四
段
に
も
亘
っ
て
宝
石
形
の
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
を
巡
ら
し
、
最
後
に
単
弁
の
反

花
を
地
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
配
す
る
。
他
像
の
台
座
は
、
仰
蓮
と
伏
蓮
の
い
ず

れ
か
一
方
を
つ
け
る
形
式
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
後
者
は
北
響
堂
山
南
洞
の
そ
れ

を
継
承
し
、
や
や
形
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
南
響
堂
山
第
七
窟
、
そ
し
て
こ

の
水
浴
寺
西
窟
が
主
に
南
洞
の

系
統
に
連
な
る
こ
と
を
裏
付
け

る
。
基
壇
は
、
上
端
に
メ
ダ
リ

オ
ン
装
飾
を
一
列
に
配
し
、
そ

の
間
に
蓮
華
化
生
を
置
く
。
こ

の
時
期
、
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
が

大
い
に
好
ま
れ
た
こ
と
を
示
す

と
同
時
に
、
浄
土
変
の
一
要
素

で
あ
る
蓮
華
化
生
が
単
な
る
装
飾
文
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
、
南
響
堂
山
よ
り

も
や
や
開
鑿
時
期
が
下
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
基
壇
下
部
は
、
南
響
堂
山
同

様
に
格
狭
間
を
設
け
る
四
脚
座
風
に
作
ら
れ
、
格
狭
間
部
分
に
小
龕
を
設
け
、

各
々
に
柔
和
な
造
形
の
矮
小
な
天
人
と
僧
、
そ
し
て
博
山
炉
を
入
れ
る
。
博
山

炉
の
頂
部
は
、
こ
こ
で
は
蓮
蕾
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か

る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
正
面
龕
に
お
い
て
も
獅
子
が
省
略
さ
れ
る
。

一
方
、
南
北
龕
で
は
、
本
尊
の
台
座
が
正
面
龕
よ
り
も
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、

メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
基
壇
に
は
、
神
王
ら
し
き

も
の
も
表
さ
れ
る
。
最
後
に
、

供
養
者
像
に
つ
い
て
み
て
い
く

と
、
女
性
供
養
者
は
肩
を
張
り
、

漢
服
を
纏
う
の
に
対
し
て
、
男

性
供
養
者
像
は
な
で
肩
で
腹
が

膨
ら
み
童
子
形
の
体
形
を
し
、

胡
服
を
纏
う
。
こ
れ
ら
の
供
養

者
像
は
、
武
平
元
年（
五
七
〇
）

卒
の
婁
叡
や
武
平
二
年
（
五
七

一
）
卒
の
徐
顕
秀
を
埋
葬
し
た

壁
画
墓
に
描
か
れ
る
人
物
像

（
（2
（

と
同
様
の
傾
向
を
示
す
。

以
上
み
て
き
た
南
響
堂
山
石

窟
、
そ
し
て
水
浴
寺
石
窟
の
諸

窟
は
い
ず
れ
も
五
七
〇
年
代
に

造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
五
七
〇
年
代
に
は
、
よ
り

挿図 7　�仏五尊像　水浴寺石窟西窟中心柱　
正面龕

挿図 8　�菩薩立像　水浴寺石窟西
窟中心柱　北龕

挿図 9　響堂山石窟・水浴寺石窟造像の変遷
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装
飾
性
が
強
ま
り
、
身
体
の
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ハ
リ
の
再
出
現
が
指
摘
さ
れ
る

が
、
立
体
性
と
い
う
よ
り
も
構
図
や
線
的
な
リ
ズ
ム
感
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
最
も
主
要
と
な
る
正
面
龕
内
の
造
像
の
特
色
に
つ
い
て
言
う
と
、
北
響

堂
山
石
窟
北
洞
（
中
洞
）
を
継
承
す
る
の
が
南
響
堂
山
石
窟
第
一
窟
、
南
洞
を

継
承
す
る
の
が
南
響
堂
山
第
七
窟
と
水
浴
寺
西
窟
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
面
龕

以
外
の
南
北
龕
や
側
壁
な
ど
に
お
い
て
は
、
第
一
窟
に
む
し
ろ
南
洞
系
の
造
像
、

水
浴
寺
に
北
洞
系
の
造
像
が
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
、
そ
し
て
両
者
に
身
体
の
ラ
イ

ン
の
明
確
で
な
い
緊
張
感
に
欠
け
た
造
像
も
存
在
す
る
。
よ
っ
て
、
南
響
堂
山
、

水
浴
寺
の
造
像
に
は
、
少
な
く
と
も
三
種
類
の
系
統
の
職
人
が
同
時
に
関
わ
り
、

分
担
作
業
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
子
を
時
系
列
に
沿
っ

て
チ
ャ
ー
ト
化
す
る
と
挿
図
9
の
よ
う
に
な
る
。

二
、
鄴
城
出
土
作
品
の
傾
向

以
上
の
石
窟
造
像
の
様
相
を
踏
ま
え
て
、
近
年
鄴
城
北
呉
荘
出
土
の
東
魏
か

ら
北
斉
ま
で
の
紀
年
銘
の
あ
る
作
品
を
中
心
に
概
観
す
る
。

①
東
魏
に
お
け
る
北
斉
彫
刻
性
の
基
盤

朱
岩
石
、
何
利
群
両
氏
の
指
摘

（
（2
（

の
通
り
、
東
魏

後
半
期
の
五
四
〇
年
代
に
は
北
斉
の
彫
刻
性
を
迎
え

る
た
め
の
基
盤
の
萌
芽
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
時
期
、
高
子
瑗
造
太
子
半
跏
思
惟
像
（
東
魏
武
定

四
年　

五
四
七

（
（2
（

）
や
弄
（
？
）
女
造
弥
勒
像
（
挿

図
10　

武
定
五
年　

五
四
七

（
（2
（

）
に
顕
著
な
よ
う
に
、

伝
統
的
な
線
的
表
現
か
ら
、
立
体
表
現
へ
の
関
心
が

大
き
く
な
り
、
北
響
堂
山
北
洞
に
み
ら
れ
る
北
斉
初

期
の
急
進
的
な
立
体
表
現
を
受
け
入
れ
る
地
盤
が
で
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
弄
（
？
）
女
造
弥
勒
像
は
、
三
尊
構
成
で
あ
る
。
頭
部
が
極
端
に
大

き
く
、
ふ
く
よ
か
で
、
頭
部
を
含
め
た
上
半
身
の
丈
が
下
半
身
の
そ
れ
よ
り
も

長
く
、
身
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
が
、
各
像
が
独
立
し
た
丸
彫
り

風
に
仕
上
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
側
面
か
ら
み
る
と
、
身
体
は
薄
く
、
頭
部
の

み
が
前
面
に
突
出
す
る
様
子
を
示
し
て
お
り
、
作
品
全
体
に
立
体
表
現
は
及
ん

で
は
い
な
い
。
衣
文
が
簡
略
化
さ
れ
、
特
に
本
尊
の
裙
に
は
二
本
線
と
そ
の
間

の
隆
起
に
よ
っ
て
衣
の
凹
凸
が
作
ら
れ
て
お
り
、
北
響
堂
山
北
洞
等
の
北
斉
に

頻
出
す
る
特
徴
を
有
す
る
。
本
尊
の
宣
字
座
の
框
部
分
に
は
、
描
画
に
よ
っ
て

宝
石
形
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
が
入
れ
ら
れ
【
挿
図
11
】、
加
え
て
、
足
先
に
は
簡

略
化
さ
れ
た
踏
み
割
り
蓮
台
が
置
か
れ
て
い
る
。
脇
侍
の
台
座
は
、
丸
み
の
あ

る
台
形
の
反
花
の
上
に
仰
蓮
の
蓮
台
を
重
ね
て
作
ら
れ
る
。
光
背
は
、
大
き
な

舟
形
光
背
を
本
尊
が
負
い
、
そ
れ
が
脇
侍
の
頭
部
背
後
の
半
面
ほ
ど
に
か
か

る
と
同
時
に
、
脇
侍
も
半
ば
独
立

し
た
像
と
し
て
各
々
頭
光
を
負
う
。

本
尊
光
背
に
は
、
中
央
上
端
に
仏

塔
、
そ
の
左
右
に
三
体
ず
つ
の
飛挿図10　�弄（？）女造弥勒像　東魏・武定

五年（547）　鄴城考古隊所蔵

挿図11　�メダリオン装飾　弄（？）女造弥勒像　東魏・武定五年
（547）　鄴城考古隊所蔵
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天
が
表
さ
れ
、
そ
の
う
ち
下
部
二
体
ず
つ
が
鉢
を
持
つ
。
本
尊
光
背
裏
【
挿
図

12
】
に
は
、
浅
浮
彫
り
で
樹
下
半
跏
菩
薩
（
釈
迦
）
と
漢
服
双
髻
の
チ
ャ
ン
ナ
、

カ
ン
タ
カ
、
岩
が
刻
さ
れ
る
。
基
台
は
、
蓮
華
化
生
像
が
頭
上
に
掲
げ
る
博
山

炉
を
中
心
に
、
そ
の
左
右
に
僧
俗
の
供
養
者
、
獅
子
を
一
体
ず
つ
配
す
。

以
上
、
弄
（
？
）
女
造
弥
勒
像
で
は
、
発
展
途
上
で
は
あ
る
が
、
丸
彫
り
的

表
現
が
採
ら
れ
、
二
重
線
に
よ
る
衣
文
や
、
五
七
〇
年
代
に
頻
出
し
出
す
メ
ダ

リ
オ
ン
装
飾
が
見
ら
れ
た
。
高
子
瑗
造
太
子
半
跏
思
惟
像
で
は
、
二
重
線
の
衣

文
に
加
え
て
、
本
尊
の
臀
部
に
渦
状
の
衣
文
が
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
衣

文
は
、
趙
郡
王
高
叡
造
像

（
（2
（

に
代
表
さ
れ
る
北
斉
初
期
像
の
そ
れ
と
共
通
す
る
。

ま
た
、
半
跏
像
の
中
に
は
、
獅
子
を
基
台
か
ら
は
み
出
る
よ
う
に
立
体
的
に
表

現
す
る
作
品
も
あ
る
【
挿
図
13
】。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
北
斉
様
式
へ
向
か
う

鄴
城
作
品
の
性
質

が
五
四
〇
年
代
に

萌
芽
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
窺
わ
せ
、

ま
た
メ
ダ
リ
オ
ン

装
飾
の
存
在
か
ら
、

当
様
式
の
進
展
を

促
し
た
要
素
が
東

魏
の
う
ち
に
部
分

的
に
受
容
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
推
測

さ
れ
る
。

北
斉
像
の
大
き

な
特
色
と
し
て
、

透
彫
の
樹
木
形
背
屏
が
あ
る
が
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
こ
の
背
屏
は
、
北
斉
の
高

度
な
彫
刻
性
の
一
つ
の
標
識
と
し
て
、
当
時
の
工
匠
に
よ
っ
て
注
力
し
て
制
作

さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
当
背
屏
は
銀
杏
形
の
樹
葉
を
特
色
と
す
る
が
、
同
様

の
樹
下
で
の
釈
迦
半
跏
思
惟
像
の
浮
彫
り
が
、
弄
（
？
）
女
造
弥
勒
像
や
王
元

景
造
弥
勒
像
（
武
定
四
年　

五
四
六
）

（
（2
（

の
光
背
裏
に
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
高
子

瑗
造
太
子
半
跏
思
惟
像
の
よ
う
に
丸
彫
り
に
近
い
単
独
の
半
跏
像
も
出
現
す
る
。

こ
の
樹
木
形
背
屏
が
北
斉
以
後
大
い
に
流
行
し
、
そ
の
技
術
を
競
う
よ
う
に
発

達
す
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
東
魏
に
お
け
る
単
独
の
半
跏
像
が
、
北
斉
様
式
確

立
へ
の
一
要
素
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
か
つ
、
明
ら
か
な
釈
迦
の
仏
伝
を

示
す
浮
彫
り
だ
け
で
な
く
、
単
独
像
で
も
、
高
子
瑗
造
太
子
半
跏
思
惟
像
の
よ

う
に
、
半
跏
像
を
太
子
思
惟
像
（
釈
迦
像
）
と
明
記
す
る
作
例
が
東
魏
に
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
北
斉
の
作
品
全
般
の
図
像
学
的
な
解
明
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
り
得

る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
北
斉
期
の
彫
刻
性
の
発
展
に
は
、
釈
迦
半
跏
像
へ

の
思
慕
が
一
つ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
可
能
性
が
あ
る

（
（2
（

。

北
斉
初
期
様
式
の
確
立
に
お
い
て
は
、
以
上
の
東
魏
の
基
盤
が
重
視
さ
れ
る

が
、
柔
ら
か
な
肉
付
き
、
動
勢
を
加
え
た
飛
躍
的
な
発
展
に
は
、
外
来
の
刺
激

も
考
慮
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

②
北
斉
期
の
変
遷

北
斉
初
期
五
五
〇
年
代
に
は
、
北
響
堂
山
北
洞
の
よ
う
な
急
進
性
を
前
面
に

出
す
も
の
の
他
、
伝
統
的
な
造
像
傾
向
の
中
に
新
た
な
要
素
を
盛
り
込
む
も
の

が
あ
る
。
よ
っ
て
、
石
窟
美
術
の
よ
う
に
時
代
が
下
る
ご
と
に
伝
統
に
沿
わ

せ
る
と
い
っ
た
変
遷
を
辿
る
の
み
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
い
ず
れ
も
天
保
元

年
（
五
五
〇
）
の
作
例
で
あ
る
が
、
長
孫
氏
造
阿
弥
陀
三
尊
像

（
（2
（

は
、
正
面
感

が
強
く
、
伝
統
的
な
作
行
き
を
示
す
が
、
各
像
に
肉
付
き
に
伴
う
柔
和
さ
が
加

挿図13　�菩薩半跏像　鄴城考古隊
所蔵

挿図12　�樹下釈迦半跏像　弄（？）女造
弥勒像背屏裏面　東魏・武定
五年（547）　鄴城考古隊所蔵
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味
さ
れ
る
。
新
要
素
の
導
入
が
よ
り
顕
著
で
あ
る
の
が
、
釈
迦
牟
尼
三
尊
像

（2012JY
N
H
1

：1354

（
（3
（

）
で
、
脇
侍
が
、
上
半
身
長
く
、
腹
部
を
ぽ
っ
こ
り

と
膨
ら
ま
し
た
童
子
形
と
な
る
。
そ
し
て
、
急
進
的
造
像
と
し
て
は
、
法

造

像
【
挿
図
14

（
（3
（

】
が
挙
げ
ら
れ
る
。

法

造
像
は
、
長
方
形
の
透
彫
基
台
の
上
に
一
仏
二
弟
子
二
菩
薩
像
を
表

す
。
本
尊
は
、
細
長
い
仰
蓮
を
つ
け
る
円
形
蓮
華
座
上
に
交
脚
坐
す
る
。
そ
の

足
先
は
、
基
台
上
に
直
に
坐
る
天
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
。
半
偏
袒
右
肩
式

に
袈
裟
を
纏
い
、
肉
付
き
よ
く
、
ラ
イ
ン
に
メ
リ
ハ
リ
が
な
く
、
な
で
肩
の
身

体
を
持
ち
、
頸
が
極
め
て
短
く
、
衣
文
線
は
ほ
と
ん
ど
入
れ
な
い
。
頸
が
短
い

こ
と
は
全
像
に
共
通
す
る
。
弟
子
は
本
尊
と
同
様
の
身
体
的
特
徴
を
具
え
、
頂

部
が
や
や
細
い
緩
や
か
な
三
角
形
を
呈
す
る
頭
部
を
持
つ
。
脇
侍
は
、
上
半
身

裸
体
に
天
衣
を
肩
に
か
け
、
な
で
肩
、
や
や
膨
ら
む
腹
部
を
持
ち
、
脚
が
上
半

身
に
比
し
て
短
い
。
弟
子
像
と
脇
侍
像
の
蓮
台
は
本
尊
蓮
台
か
ら
派
生
し
て
い

る
。
本
尊
と
脇
侍
は
頭
光
を
負
う
が
、
全
像
の
背
後
に
は
左
右
か
ら
一
本
ず
つ

の
幹
を
伸
ば
し
て
樹
幹
を
絡
ま
せ
合
う
透
彫
の
樹
木
形
背
屏
が
あ
り
、
そ
の
上

端
正
面
に
仏
塔
、
そ
の
左
右
に
各
々
二
体
ず
つ
の
飛
天
を
配
す
る
。
本
尊
の
頭

光
の
裏
面
に
は
宝
珠
、
樹
木
形
背
屏
の
幹
の
背
面
【
挿
図
15
】
に
は
題
記
と
禅

定
比
丘
を
表
す
が
、
後
者
の
背
面
で
は
左
右
の
下
部
か
ら
上
部
に
向
っ
て
樹
冠

同
士
が
重
な
り
合
い
、
そ
の
厚
み
を
増
し
て
い
く
様
子
が
自
然
に
流
れ
る
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
基
台
は
、
透
彫
に
よ
っ
て
表
面
に
図
像
を
彫
り
、
内
部

を
空
洞
に
し
て
い
る
。
前
面
に
蓮
台
上
の
博
山
炉
を
中
心
に
二
体
の
獅
子
、
二

体
の
力
士
を
配
す
る
。
一
対
の
獅
子
は
顔
を
後
方
に
向
け
、
力
士
は
上
半
身
を

後
方
に
反
ら
せ
る
な
ど
、
動
勢
を
示
す
。
側
面
と
裏
面
に
は
、
計
八
体
の
神

王
像
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
方
形
の
枠
を
単
位
と
し
て
彫
ら
れ
た
名
残
り
が
あ

り
、
角
張
る
造
形
で
あ
る
。
神
王
の
中
に
は
、
上
半
身
裸
体
に
天
衣
を
着
け
る

も
の
と
、
円
領
の
上
衣
を
纏
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
円
領
の
上
衣
は
西
域
出
身

者
が
身
に
纏
う
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。
ま
た
、
後
出
の
弥
勒
五
尊
像
（2012JY

N
H
1

：

1490

、1489

、1552

、1970

、2075

）
の
基
台
の
神
王
も
、
共
に
円
領
の
上
衣

を
身
に
つ
け
、
手
に
は
火
炎
宝
珠
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
は
、
被
髪
が
多
く
見
ら

れ
（
（3
（

、
や
は
り
安
伽
墓
石
棺
床
な
ど
の
ソ
グ
ド
美
術
に
み
ら
れ
る
突
厥
人

（
（3
（

を
想

起
さ
せ
る
。

北
斉
中
後
期
五
六
〇
・
七
〇
年
代
に
は
、
形
式
化
を
進
め
る
作
品
と
、
彫

刻
性
に
洗
練
度
を
増
す
作
品
に
分
か
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
河
清
二
年

（
五
六
三
）
の
康
□
珎
造
双
釈
迦
像

（
（3
（

は
、
身
体
の
ラ
イ
ン
に
メ
リ
ハ
リ
が
な
く
、

肩
を
張
り
、
脚
部
に
向
っ
て
若
干
細
く
な
り
、
楔
を
立
て
た
よ
う
な
形
状
で
あ

る
。
前
述
の
石
窟
で
い
う
と
五
七
〇
年
代
の
南
響
堂
山
第
七
窟
や
水
浴
寺
西
窟

の
造
像
に
近
い
。
尊
像
背
部
の
樹
木
形
背
屏
は
、
上
部
中
央
に
龍
、
そ
の
左
右

に
飛
天
を
三
体
ず
つ
配
す
る
が
、
透
彫
、
線
刻
も
細
か
に
入
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

平
面
的
で
あ
る
。

一
方
、
彫
刻
性

の
洗
練
度
を
増
す

作
品
に
は
、
整
斉

化
の
高
み
を
目
指

す
作
品
群
と
、
立

体
性
を
高
め
る
作

品
の
二
系
統
に
分

か
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
前
者
を
作
品

Ａ
群
と
し
、
後
者

を
同
Ｂ
群
と
す
る
。

挿図14　�法 造像　北斉・天
保元年（550）　鄴城考
古隊所蔵

挿図15　法 造像背面　北斉・
天保元年（550）　鄴城考古隊所蔵
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仏
椅
坐
像
（
挿
図
16
、2012JY

N
H
1

：60

、140

、1200

）
と
四
面
塔
（
挿
図

17
、2012JY

N
H
1

：51

、53

、125

、157

、253

、271

、765

、872

、1299

）

は
紀
年
銘
は
な
い
が
、
作
行
き
に
共
通
点
が
見
出
せ
、
伸
び
や
か
な
造
形
に
特

色
が
あ
り
、
先
述
の
石
窟
造
像
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
共
に
五
七
〇
年
代
の

作
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
の
発
掘
成
果
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

優
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
作
品
Ａ
群
と
分
類
す
る
。
い
ず
れ
も
や
や
青
み
を

帯
び
た
白
石
製
で
あ
る
。

一
石
で
台
座
か
ら
頭
頂
部
ま
で
作
る
仏
椅
坐
像
【
挿
図
16
】
の
台
座
【
挿
図

18
】
は
、
上
か
ら
、
極
め
て
薄
く
作
ら
れ
た
蓮
弁
か
ら
な
る
三
重
の
仰
蓮
、
そ

し
て
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
二
層
、
波
状
唐
草
文
と
続
き
、
敷
茄
子
部
分
に
連
珠
に

囲
ま
れ
た
獣
面
を
縦
型
連
珠
と
共
に
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
下
に
、
波
状
唐
草
文
、

メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
二
層
、
そ
し
て
反
花
を
配
す
る
。
ま
た
台
座
の
下
に
は
方
形

の
框
が
つ
け
ら
れ
、
そ
こ
に
僅
か
で
あ
る
が
、
膝
を
折
っ
て
坐
る
供
養
者
像
の

脚
部
が
残
っ
て
い
る
。
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
は
、
南
響
堂
山
や
水
浴
寺
石
窟
に
お

け
る
頻
出
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
五

七
〇
年
代
に
流
行
し

た
が
、
単
独
造
像
で

も
、
恵
秤
造
観
世
音

像
台
座
（
武
平
七
年　

五
七
六

（
（3
（

）
の
作
例

が
知
ら
れ
る
。
同
じ

く
、
五
七
〇
年
代
に

は
、
趙
美
造
像
（
武

平
五
年　

五
七
四

（
（3
（

）

の
よ
う
に
、
基
台
に
阿
弥
陀
浄
土
変
に
登
場
す
る
蓮
華
化
生
を
複
数
体
並
べ
て

表
す
作
品
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
も
水
浴
寺
石
窟
な
ど
と
共
通
し
、
時
代
性
を

示
す
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
白
鶴
台
座
に
お
け
る
様
式
と
銘
文
が
齟
齬

し
な
い
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
。
仏
椅
坐
像
に
立
ち
返
る
と
、
如
来
は
、
や
や

張
っ
た
肩
、
括
れ
る
腰
を
持
ち
、
全
体
に
伸
び
や
か
な
身
体
的
特
徴
を
す
る
。

胸
に
は
若
干
の
厚
み
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
頬
は
肉
付
き
が
良
く
、
弧
を
描
く

幅
の
狭
い
上
唇
、
深
い
人
中
、
切
れ
長
の
目
、
眼
球
の
膨
ら
み
を
感
じ
さ
せ
る

上
瞼
、
そ
し
て
上
方
に
弧
を
描
く
眉
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
現
実
に
則
し
て

作
ら
れ
、
か
つ
全
体
の
緩
急
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
て
い
る
。
横
か
ら
み
る
と

鼻
梁
も
や
や
高
め
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
拝
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
上
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
大
き

め
の
白
毫
や
螺
髪
、
長
い
耳
朶
、
肉
髻
は
な
い
が
膨
ら
み
の
あ
る
頭
頂
部
な
ど

が
特
徴
的
で
あ
る
。
袈
裟
は
偏

袒
右
肩
式
で
あ
り
、
身
体
の
伸

び
や
か
さ
に
呼
応
す
る
よ
う
に

肩
か
ら
腹
部
、
脚
部
に
向
け
て

斜
め
に
数
本
の
衣
文
が
入
れ
ら

れ
、
足
先
に
は
裙
の
一
部
を
覗

か
せ
る
。

仏
椅
坐
像
と

並
ぶ
優
品
で
あ

る
四
面
塔
【
挿

図
17
】
は
、
三

面
に
坐
仏
三
尊

像
を
、
一
面
に

挿図16　�仏椅坐像　鄴城考
古隊所蔵

挿図18　�台座側面　仏椅坐像　鄴城
考古隊所蔵

挿図19　�如来坐像　四面塔　�
鄴城考古隊所蔵

挿図17　�四面塔　鄴城考古隊
所蔵
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坐
菩
薩
三
尊
像
を
そ
れ
ぞ
れ
配
し
て
い
る
が
、
各
中
尊
【
挿
図
19
】
の
造
像
傾

向
は
丸
彫
り
椅
坐
仏
と
類
似
し
、
整
斉
化
を
高
め
た
も
の
で
、
脇
侍
は
全
身
が

極
め
て
ほ
っ
そ
り
と
し
た
も
の
と
、
腹
部
を
膨
ら
ま
せ
る
も
の
の
二
種
類
が
あ

る
。
各
本
尊
の
台
座
は
、
敷
茄
子
部
分
を
持
つ
円
形
台
座
で
、
蓮
弁
を
僅
か
に

つ
け
る
も
の
や
蓮
弁
も
装
飾
も
全
く
つ
け
な
い
も
の
が
あ
る
。
簡
素
で
、
北
響

堂
山
北
洞
の
台
座
に
似
る
。
ま
た
薄
く
貼
り
付
け
た
よ
う
な
蓮
弁
が
あ
る
こ
と

も
時
代
性
を
看
取
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
塔
屋
蓋
の
頂
部
に
は
反
花
を
つ
け

る
覆
鉢
が
あ
り
、
反
花
の
上
に
は
当
初
宝
珠
か
何
か
を
挿
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
枘
穴
を
持
つ
柱
の
下
端
が
残
る
。
反
花
は
、
二
重
、
複
弁
で
量
感
は
あ
る

が
、
極
端
に
一
部
分
を
強
調
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
い
。
基
台
に
は
、
博
山
炉
ま

た
は
博
山
炉
形
の
も
の
を
中
心
に
二
獅
子
と
二
天
王
、
或
い
は
二
力
士
と
二
神

王
、
或
い
は
二
僧
と
二
伎
楽
天
を
配
す
る
も
の
と
、
四
神
王
を
表
す
も
の
が
あ

る
。
神
王
と
伎
楽
天
は
い
ず
れ
も
円
領
の
上
衣
を
身
に
着
け
る
。

Ａ
群
は
、
北
響
堂
山
南
洞
お
よ
び
そ
れ
を
継
承
し
た
石
窟
造
像
の
傾
向
の
変

遷
に
沿
う
も
の
で
、
王
道
を
い
く
造
像
様
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
様

式
の
頂
点
を
示
す
作
品
が
仏
椅
坐
像
と
四
面
塔
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
五
七
〇
年

代
の
作
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
石
窟
同
様
に
、
造
像
の
整
斉
化
は
北
斉
後
半
期

に
そ
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
水
浴
寺
西
窟
同
様
に
薄
く

貼
り
付
く
よ
う
な
蓮
弁
が
台
座
に
み
ら
れ
る
。

一
方
、
作
品
Ｂ
群
は
、
伸
び
や
か
な
整
斉
化
と
は
反
し
て
、
特
有
の
立
体
感
・

群
像
表
現
を
示
す
。
紀
年
銘
の
あ
る
作
品
と
し
て
、
普
弁
造
弥
勒
像
（
挿
図
20
、

天
統
四
年　

五
六
八
）
が
あ
る
。
本
作
は
損
傷
が
激
し
い
が
、
前
面
に
框
を
持

つ
長
方
形
の
基
台
の
前
面
に
は
、
金
色
に
彩
ら
れ
る
器
物
を
中
心
に
、
そ
の
左

右
に
各
々
半
跏
像
一
体
、
獅
子
一
体
、
力
士
一
体
を
配
す
。
器
物
は
、
長
頸
に
膨

ら
ん
だ
胴
部
を
持
ち
、
博
山
炉
と
類
似
し
た
形
状
を
す
る
が
、
博
山
炉
特
有
の

表
面
の
山
岳
を
重
ね
た
文
様
が
な
く
、
頂
部
に
小
さ
な
球
形
の
蓋
を
し
て
い
る
。

こ
の
形
状
は
、
甘
粛
省
涇
川
の
羅
漢
洞
や
大
雲
寺
址
で
発
見
さ
れ
た
北
周
時
代

や
唐
時
代
の
ガ
ラ
ス
製
の
舎
利
容
器【
挿
図
21
】に
近
く
、
恐
ら
く
こ
こ
で
も
舎

利
容
器
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
各
像
は
、デ
フ
ォ
ル
メ
が
加
わ
っ
て

い
る
が
、
粘
土
細
工
の
よ
う
に
立
体
的
で
、
柔
軟
な
動
き
を
示
し
、
童
子
は
頂
部

の
尖
る
緩
い
三
角
形
の
頭
部
、
半
跏
像
は
同
様
の
頭
部
に
膨
ら
む
胸
を
特
徴
と

し
、獅
子
は
胸
を
中
心
に
丸
々
と
膨
ら
ん
だ
身
体
を
持
つ
。力
士
は
括
れ
た
腰
を

ひ
ね
り
、腰
か
ら
膨
ら
む
胸
と
肩
へ
の
ラ
イ
ン
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

傾
向
を
持
つ
作
例
に
、
弥
勒
五
尊

像
（2012JY

N
H
1

：1490

、1489

、

1552

、1970

、2075

（
（3
（

）、
弥
勒
七
尊

像
（2012JY

N
H
1

：2601

、1436

、

1515

、1518

、1803

、1890

、2054

、

2326

（
（3
（

）、
坐
仏
残
像
（
挿
図
22
、

2012JY
N
H
1

：2

、24

）
が
あ
り
、

中
で
も
最
後
の
坐
仏
残
像
は
こ
の

一
群
の
技
術
の
頂
点
を
極
め
た
作

品
と
し
て
評
価
さ
れ
得
る
。
同
様

の
傾
向
を
丸
彫
り

に
反
映
さ
せ
、
艶
め

か
し
さ
も
備
え
る
も

の
と
し
て
、
菩
薩
坐

像
（2012JY

N
H
1

：
359

（
（4
（

）
が
あ
る
。
そ

し
て
、
鄴
城
出
土
か

挿図20　�普弁造弥勒像　北斉・天統四年（568）　鄴城考
古隊所蔵

挿図21　�舎利容器　北周時代　涇
川羅漢洞出土　平涼市博
物館所蔵
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ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、仰
弁
と
伏
弁
を
交
互
に
配
し
て
立
体
感
を
つ
け
、図

像
を
立
体
感
の
あ
る
丸
彫
り
風
の
彫
り
と
浅
浮
彫
り
に
よ
っ
て
彫
り
分
け
て
群

像
表
現
の
よ
う
に
仕
上
げ
る
白
鶴
台
座（
武
平
元
年　

五
七
〇
）は
、
正
に
こ
の

一
群
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
石
材
に
も
共
通
し
た
特
色
が

あ
り
、
白
石
の
中
で
も
透
明
感
が
あ
り
、
乳
白
色
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

最
も
優
れ
た
技
術
が
発
揮
さ
れ
る
坐
仏
残
像【
挿
図
22
】は
、
全
体
に
保
存
状

態
は
良
好
で
は
な
い
。高
め
の
框
を
持
つ
基
台
の
上
に
坐
仏
と
龍
が
残
る
が
、当

初
は
本
尊
以
外
の
二
～
四
尊
像
と
樹
木
形
背
屏
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
本

尊
は
八
角
座
の
上
の
蓮
台
に
坐
し
て
い
る
が
、
八
角
座
の
各
面
に
は
浅
浮
彫
り

で
伎
楽
天
が
鮮
明
な
金
と
赤
の
顔
料
を
伴
っ
て
表
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
特
徴

的
で
あ
る
。
本
尊
は
北
魏
以
来
の
伝
統
的
な
褒
衣
博
帯
式
に
袈
裟
を
纏
っ
て
い

る
が
、
胸
部
か
ら
腹
部
に
か
け
て
大
き
く
開
け
て
お
り
、
裙
の
上
端
を
見
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
点
で
、
北
魏
・
東
魏
の
着
衣
法
と
は
異
な
る
。
衣
文
が
他
の

北
斉
作
品
に
比
し
て
多
め
に
規
則
的
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
台
座
前
面
に
短
く

か
か
る
懸
裳
は
大
き
く
波
打
つ
よ
う
な
襞
を
入
れ
る
。
腰
を
太
め
に
作
り
、
下

半
身
に
安
定
感
を
持
た
せ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
南
響
堂
山
石
窟
第
一
窟
と
共

通
す
る
。
龍
は
、
基
台
側
面
か
ら
身
体
と
肢
を
出
し
、
う
ね
る
よ
う
に
基
台
上

に
顔
を
出
す
。
基
台
の
像
は
、
あ
た
か
も
基
台
の
框
上
に
置
か
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ

ア
の
よ
う
で
、
一
つ
一
つ
が
独
立
し
た
小
さ
な
丸
彫
り
像
で
あ
る
か
の
よ
う
に

見
え
る
。
前
面
に
は
、
蓮
台
を
掲
げ
る
二
童
子
が
お
り
、
そ
の
左
右
に
供
養
者

を
一
体
ず
つ
、
力
士
を
一
体
ず
つ
配
す
る
。
獅
子
が
表
さ
れ
な
い
こ
と
は
珍
し

く
、
こ
れ
は
水
浴
寺
石
窟
西
窟
と
共
通
し
て
お
り
、
当
作
品
が
北
斉
時
代
の
中

で
も
遅
れ
る
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
童
子
が
掲
げ
る
蓮
台

の
上
は
大
き
く
破
損
し
て
い
る
が
、
当
初
は
、
博
山
炉
か
何
か
を
置
い
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
供
養
者
像
は
跪
坐
を
し
、
据
香
炉
の
よ
う
な
も
の
を
両
手
で
持

つ
。力
士
は
、向
っ
て
左
像
が
二
童
子
の
膝
の
上
に
立
っ
て
棒
の
よ
う
な
武
器
を

手
に
し
、
向
っ
て
右
像
は
破
損
が
激
し
い
が
、
動
物
の
上
に
立
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
基
台
側
面
に
は
、
三
体
ず
つ
の
神
王
像
が
円
領
の
上
衣
を
纏
い
、
頭

に
覆
鉢
状
の
被
り
物
を
つ
け
て
表
さ
れ
、
そ
の
間
か
ら
象
や
龍
が
顔
や
身
体
を

出
し
て
お
り
、
一
部
折
り
重
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
裏
面
【
挿
図
23
】
は
、

太
子
半
跏
思
惟
像
と
カ
ン
タ
カ
、
チ
ャ
ン
ナ
が
中
央
に
配
さ
れ
、
そ
の
左
右
に

山
岳
を
下
端
に
表
す
樹
木
形
背
屏
の
幹
の
一
部
、
そ
し
て
神
王
が
一
対
ず
つ
表

わ
さ
れ
る
。
チ
ャ
ン
ナ
は
双
髻
の
童
子
形
で
、
円
領
の
上
衣
を
纏
う
が
、
半
跏

像
や
カ
ン
タ
カ
よ
り
も
奥
ま
っ
た
位
置
に
比
較
的
浅
い
彫
り
で
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
作
品
は
、
全
像
が
大
き
な
立
体
感
を
伴
う
だ
け
で
な
く
、
彫
り
の
浅

深
を
使
い
分
け
て
所
謂
群
像
表
現
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

作
品
Ｂ
群
は
、
群
像
表
現
を
思
わ
せ
る
立
体
性
が
発
揮
さ
れ
、
基
台
な
ど
は

特
に
賑
や
か
な
印
象
を
与
え
る
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
、
恐
ら
く
五
七
〇
年
頃
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
基
準
と
な
る
の
が
白
鶴
台
座
で
あ
り
、
武
平
元

年
（
五
七
〇
）
の
紀
年
銘
を
持
つ

当
作
品
は
、
量
感
の
あ
る
伏
弁
・

挿図22　坐仏残像　鄴城考古隊所蔵

挿図23　坐仏残像背面　鄴城考古隊所蔵
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仰
弁
を
交
互
に
配
す
る
な
ど
立
体
表
現
へ
の
強
い
意
欲
を
作
品
全
体
に
み
な
ぎ

ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
の
特
徴
の
一
つ
に
、
透
明
感
の
あ
る
乳
白
色
の
白
大

理
石
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
彫
刻
の
施
し
易
い
石
材
で
あ
る
こ
と

も
、
そ
の
立
体
表
現
を
達
成
す
る
要
因
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
立
体
表
現
は
、

絵
画
作
品
と
も
関
わ
り
、
前
後
複
数
層
に
及
ぶ
群
像
表
現
が
採
ら
れ
る
娄
叡
墓

壁
画
と
徐
顕
秀
墓
壁
画
も
五
七
〇
年
代
初
め
（
そ
れ
ぞ
れ
五
七
〇
年
と
五
七
一

年
）

（
（4
（

に
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｂ
系
統
の
確
立
の
背
景
に
は
、

次
に
見
る
よ
う
に
西
域
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
鄴
城
出
土
の
造
像
の

変
遷
、
傾
向
を
チ
ャ
ー
ト
化
し
、

併
せ
て
白
鶴
台
座
を
そ
の
中
に

位
置
付
け
る
と
、
挿
図
24
の
よ

う
に
な
る
。

③�

北
斉
様
式
に
お
け
る
西
域
の

影
響

Ｂ
群
の
登
場
と
メ
ダ
リ
オ
ン

装
飾
な
ら
び
に
神
王
の
円
領
上

衣
の
浸
透
や
ソ
グ
ド
美
術
と
の

共
通
性
の
根
源
は
、
同
じ
と
こ

ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
ソ
グ
ド
美
術
と
の
共
通

性
が
明
示
す
る
通
り
に
西
域
か

ら
の
影
響
で
あ
る
。
安
伽
、
史

君
、
康
業
な
ど
西
域
の
ソ
グ
ド

人
の
中
国
に
お
け
る
近
年
の
古
墓
の
出
土
例
は
、
北
周
の
統
治
地
域
に
お
け
る

も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
く
西
域
人
の
た
め
に
作
ら
れ
た
可
能
性
の
あ
る
石
棺
床

の
一
部
が
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
東
ア
ジ
ア
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
、
フ
リ
ー
ア
美
術

館
に
は
同
じ
く
石
棺
床
の
前
板
が
所
蔵
さ
れ

（
（4
（

、
こ
れ
ら
に
は
立
体
感
の
あ
る

天
王
像
や
神
王
、
そ
し
て
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
が
見
ら
れ
る
。

北
斉
と
西
域
と
の
間
に
は
敵
地
北
周
が
存
在
し
た
が
、
北
斉
で
も
実
の
と
こ

ろ
西
域
文
化
を
大
い
に
吸
収
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
徐
顕
秀
墓
か
ら
は
、
ギ
リ

シ
ア
神
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
図
像
の
描
か
れ
る
青
石
を
嵌
め
込
ん
だ
金
製

の
指
輪
が
出
土
し

（
（4
（

、
ま
た
、
山
東
省
青
州
龍
興
寺
出
土
の
仏
教
像
に
も
胡
人

が
描
か
れ
る

（
（4
（

な
ど
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
一
役
を
買
っ
た
の
は
、
北
魏
時

代
か
ら
既
に
華
北
に
住
ん
だ
胡
人
た
ち
で
あ
り
、
ま
た
新
た
に
来
住
し
た
り
、

交
易
を
お
こ
な
っ
た
商
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
最
も
象
徴
す
る
人
物
が
、

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
曹
国
（
カ
ブ
ー
ダ
ン
）
出
身
の
画
家
曹
仲
達
で
あ
る
。
彼
は

以
下
の
よ
う
に
外
国
の
仏
像
、
西
域
像
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
し
た
と
さ
れ
る
。

官
を
得
て
、
北
斉
最
高
の
画
家
と
さ
れ
る
ぐ
ら
い
彼
の
影
響
力
、
引
い
て
は
北

斉
に
お
け
る
西
方
文
化
の
影
響
力
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

曹
仲
達
、
本
曹
国
人
也
。
北
斉
最
称
工
、
能
画
梵
像
、
官
至
朝
散
大
夫
。

僧
悰
云
、
曹
師
於
袁
、
冰
寒
於
水
。
外
国
仏
像
、
無
兢
於
時
。（

（4
（

曹
仲
達
は
、
も
と
曹
国
（
カ
ブ
ー
ダ
ン
）
の
人
で
あ
る
。
北
斉
の
最
も
称

賛
さ
れ
る
べ
き
工
匠
で
あ
り
、
西
域
風
の
像
を
描
く
の
に
優
れ
て
い
た
。

官
位
は
、
朝
散
大
夫
に
ま
で
の
ぼ
っ
た
。
僧
悰
が
言
う
に
は
、「
曹
仲
達
は
、

袁
子
昂
を
師
と
し
な
が
ら
、
よ
り
優
れ
て
い
る
。
西
域
の
仏
像
を
描
か
せ

て
は
、
右
に
出
る
も
の
は
い
な
い
」
と
。（

（4
（

東
魏
や
北
斉
王
朝
が
西
方
と
直
接
的
に
交
渉
で
き
な
く
て
も
、
柔
然
や
突
厥
、

吐
谷
渾
な
ど
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
人
々
は
来
訪
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、

挿図24　鄴城出土造像の変遷
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是
歳
、
夸
呂
又
通
使
於
斉
。
涼
州
刺
史
史
寧
覘
知
其
還
、
襲
之
於
州
西
赤

泉
、
獲
其
僕
射
乞
伏
触
状
、
将
軍
翟
密
、
商
胡
二
百
四
十
人
、
駝
騾
六
百

頭
、
雜
綵
絲
絹
以
万
計
。（

（4
（

こ
の
年（
五
五
三
年
）、
吐
谷
渾
の
夸
呂
は
、
ま
た
北
斉
に
使
者
を
通
わ
す
。

涼
州
刺
史
の
史
寧
は
そ
の
一
行
が
帰
還
を
覗
い
知
り
、
涼
州
の
西
の
赤
泉

に
て
襲
い
、
そ
の
僕
射
の
乞
伏
触
状
、
将
軍
の
翟
密
、
商
胡
二
百
四
十
人

を
捕
ら
え
、
駱
駝
・
騾
馬
六
百
頭
、
万
を
数
え
る
綾
絹
・
絹
糸
を
手
に
入

れ
た
。

と
あ
り
、
北
斉
に
遣
わ
さ
れ
た
吐
谷
渾
の
使
者
が
西
魏
側
に
捕
ら
え
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
記
事
で
は
、
そ
の
一
行
に
商
胡
、
即
ち
西
域
商
人
が
二
四
〇
人
も
お

り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
絹
が
運
ば
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
後
藤
勝
氏
の
論

考
（
（4
（

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
官
僚
と
し
て
も
和
士
開
や
何
洪
珍
、
安
吐
根

な
ど
が
活
躍
し
、
い
ず
れ
も
白
鶴
台
座
の
年
号
当
時
に
も
生
存
し
て
い
た
。
と

り
わ
け
五
六
〇
年
代
か
ら
は
こ
う
し
た
恩
倖
と
結
託
し
た
商
人
の
活
動
も
盛
ん

に
な
っ
た
と
い
う
。
以
下
、
後
藤
氏
の
論
文
を
参
考
に
例
を
挙
げ
て
い
く
と
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

武
成
時
、
為
胡
后
造
真
珠
裙
袴
、
所
費
不
可
称
計
、
被
火
所
焼
。
後
主
既

立
穆
皇
后
、
復
為
営
之
。
属
周
武
遭
太
后
喪
、
詔
侍
中
薛
孤
、
康
買
等
為

弔
使
、
又
遣
商
胡
齎
錦
綵
三
万
疋
与
弔
使
同
往
、
欲
市
真
珠
為
皇
后
造
七

宝
車
、
周
人
不
与
交
易
、
然
而
竟
造
焉
。（

（4
（

武
成
帝
（
高
湛
）
の
時
（
五
六
一
～
五
六
五
年
）、
胡
皇
后
の
た
め
に
真

珠
の
裙
袴
を
作
ら
せ
た
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
が
、
焼
失
し
て
し

ま
っ
た
。
後
主
（
高
緯
）
が
穆
皇
后
を
立
て
た
際
に
、
再
び
こ
れ
を
作
ら

せ
た
。
時
に
北
周
武
帝
の
太
后
が
亡
く
な
り
、
詔
し
て
侍
中
の
薛
孤
や
康

買
等
を
弔
使
と
し
、
ま
た
商
胡
を
遣
わ
し
て
、
錦
綵
三
万
疋
を
持
た
せ
て

弔
使
と
共
に
行
か
せ
た
。
そ
こ
で
、
真
珠
を
購
入
し
、
皇
后
の
た
め
に
七

宝
車
を
造
ら
せ
よ
う
と
し
た
が
、
北
周
の
人
々
は
交
易
に
応
じ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
七
宝
車
は
つ
い
に
完
成
し
た
。

北
周
の
武
帝
の
皇
太
后
の
葬
儀
の
た
め
に
、
康
国
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）
出
身
の

康
買
な
ど
が
遣
わ
さ
れ
、
そ
れ
に
商
胡
が
随
行
し
、
真
珠
と
三
万
疋
も
の
絹
の

取
引
き
が
試
み
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
白
鶴
台
座
の
年
号
と
同
時
期
に
は
、

胡
商
の
暗
躍
が
あ
り
、

又
高
元
海
執
政
、
断
漁
猟
、
人
家
無
以
自
資
。
諸
商
胡
負
官
責
息
者
、
宦

者
陳
徳
信
従
其
妄
注
淮
南
富
家
、
令
州
県
徴
責
。
又
勅
送
突
厥
馬
数
千
疋

於
揚
州
管
内
、
令
土
豪
貴
買
之
。
銭
直
始
入
、
便
出
勅
括
江
、
淮
間
馬
、

並
送
官
厩
。
由
是
百
姓
騷
擾
、
切
歯
嗟
怨
。
潛
隨
事
撫
慰
、
兼
行
権
略
、

故
得
寧
靖
。（

（5
（

ま
た
高
元
海
が
執
政
を
す
る
と
（
五
七
二
年
）、
漁
猟
を
禁
じ
た
た
め
、

人
々
は
自
活
す
る
手
段
を
失
っ
た
。
諸
商
胡
で
官
職
に
つ
い
て
、
利
子
を

管
理
す
る
者
が
お
り
、
宦
官
の
陳
徳
は
そ
の
妄
言
を
信
じ
、
淮
南
の
富
家

を
対
象
と
し
て
、
州
県
に
利
子
を
徴
収
さ
せ
た
。
ま
た
、
勅
し
て
、
突
厥

に
馬
数
千
疋
を
揚
州
管
内
に
送
ら
せ
て
、
土
豪
に
高
値
で
買
わ
せ
た
。
代

金
が
は
じ
め
て
入
る
や
、
勅
を
出
し
て
、
長
江
・
淮
河
間
の
馬
を
検
括
し

て
、
全
て
官
厩
に
送
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
々
は
騒
動
を
起
こ
し
、
憤

慨
し
、
う
ら
み
嘆
く
。
盧
潜
が
撫
慰
し
、
併
せ
て
権
謀
を
行
い
、
そ
れ
に

よ
っ
て
治
ま
っ
た
。

と
し
て
、
資
金
の
貸
し
付
け
、
突
厥
か
ら
輸
入
し
た
馬
を
高
く
買
い
取
ら
せ
る

な
ど
の
官
権
を
笠
に
着
る
胡
商
の
横
暴
や
彼
ら
が
裏
で
働
い
た
こ
と
を
示
す
記

録
が
あ
る
。

こ
う
し
た
資
史
料
に
よ
っ
て
北
斉
が
西
域
か
ら
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
条
件
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を
具
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
こ
れ
が
五
六
〇
年
代
以
降
に
大
い
に
表
出

さ
れ
た
結
果
と
し
て
Ｂ
群
の
出
現
と
メ
ダ
リ
オ
ン
装
飾
の
流
行
等
の
ソ
グ
ド
美

術
と
の
共
通
点
な
ど
、
北
斉
仏
教
美
術
を
理
解
す
る
上
で
の
要
素
が
出
現
し
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
実
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
北
斉
の
中
央
様
式
を
示
す
と

言
え
る
響
堂
山
・
水
浴
寺
の
主
要
石
窟
お
よ
び
鄴
城
出
土
の
造
像
に
つ
い
て
知

見
を
ま
と
め
、
挿
図
9
お
よ
び
挿
図
24
に
示
し
た
。
石
窟
群
に
は
、
急
進
的
な

北
響
堂
山
北
洞
の
後
、
そ
れ
を
継
承
す
る
流
れ
が
二
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

北
魏
・
東
魏
の
伝
統
に
沿
わ
せ
て
整
斉
化
へ
と
変
転
す
る
北
響
堂
山
南
洞
の
北

斉
正
統
様
式
の
系
統
が
確
立
さ
れ
る
と
共
に
、
北
洞
か
ら
の
影
響
が
残
っ
て
い

く
。
五
七
〇
年
代
に
は
、
装
飾
性
が
高
め
ら
れ
、
南
洞
系
統
の
北
斉
正
統
様
式

の
典
型
を
示
す
作
品
が
生
ま
れ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
造
像
傾
向
を

示
す
も
う
一
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
留
意
し

て
お
き
た
い
。

一
方
、
鄴
城
出
土
の
造
像
で
は
、
東
魏
後
半
期
・
五
四
〇
年
代
に
既
に
北
斉

様
式
を
迎
え
る
基
盤
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
外
来
の
刺
激
が
加
わ
っ
て
北
斉
様

式
が
確
立
し
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
北
斉
造
像
の
彫
刻
性
を
象
徴
す

る
モ
チ
ー
フ
に
技
巧
的
な
透
彫
樹
木
形
背
屏
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
東
魏
の
図

像
に
よ
り
、
釈
迦
の
半
跏
像
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、

北
斉
の
彫
刻
の
根
幹
を
成
す
も
の
の
一
つ
は
釈
迦
へ
の
思
慕
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
造
像
の
基
台
の
正
面
に
舎
利
容
器
を
明
示
す
る
こ
と
か
ら
も
窺

え
る
。
北
斉
の
初
期
・
五
五
〇
年
代
に
は
、
急
進
的
な
系
統
と
、
伝
統
的
様
式

を
基
本
と
す
る
系
統
が
あ
り
、
や
が
て
、
五
六
〇
年
代
以
降
に
北
響
堂
山
南
洞

と
同
様
の
整
斉
化
を
極
め
て
い
く
系
統
（
Ａ
群
）
が
確
立
す
る
。
こ
の
整
斉
化

を
示
す
正
統
的
様
式
は
、
五
七
〇
年
代
に
そ
の
彫
刻
性
を
極
め
る
作
品
を
生
み

出
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
主
要
石
窟
群
と
異
な
り
、
単
独
像
で
は
、
正
統
様
式

と
並
行
し
て
、
独
特
な
立
体
感
・
群
像
表
現
を
追
求
す
る
系
統
（
Ｂ
群
）
が
出

来
上
が
り
、
同
じ
く
五
七
〇
年
代
に
そ
の
技
法
の
頂
に
達
す
る
。
こ
の
二
系
統

が
同
時
に
向
上
し
て
い
く
様
相
は
、
石
窟
の
変
遷
に
お
け
る
、
整
斉
化
の
高
ま

り
と
共
に
、
初
期
の
急
進
的
様
式
が
形
式
的
に
継
承
さ
れ
る
傾
向
と
は
異
な
る
。

単
独
造
像
の
五
六
〇
年
代
以
降
の
変
遷
の
背
景
に
は
、
西
域
か
ら
の
影
響
が
あ

り
、
こ
れ
は
Ａ
群
に
し
ろ
Ｂ
群
に
し
ろ
受
容
し
て
お
り
、
そ
れ
が
メ
ダ
リ
オ
ン

装
飾
や
ソ
グ
ド
系
美
術
と
の
共
通
要
素
の
導
入
を
促
す
が
、
Ｂ
群
に
、
造
形
の

理
念
に
及
ぶ
ま
で
の
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
白
鶴
台
座
は
、

こ
の
Ｂ
群
の
系
統
の
紀
年
銘
を
持
つ
基
準
作
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

複
層
的
な
各
時
代
の
造
像
系
統
は
、
中
国
で
の
新
発
見
の
資
料
と
在
外
の
作

品
と
の
比
較
研
究
を
継
続
し
て
進
め
る
こ
と
で
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く

で
あ
ろ
う
。
今
日
、
北
斉
に
続
く
隋
に
関
し
て
も
、
丹
念
に
そ
の
変
遷
と
背
景

を
追
う
段
に
き
て
い
る
。

註1	

画
史
叢
書
本
『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
、
九
六
～
九
七
頁
。

2	

曽
布
川
寛
、
岡
田
健
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編　

第
三
巻　

三
国
・
南

北
朝
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
図
版
六
一
。

3	
山
西
省
考
古
研
究
所
ほ
か
「
山
西
忻
州
市
九
原
崗
北
朝
壁
画
墓
」『
考
古
』
二
〇
一
五

年
第
七
期
、
五
一
～
七
四
頁
。

4	

岡
田
健
「
北
斉
様
式
の
成
立
と
そ
の
特
質
」『
仏
教
芸
術
』
第
一
五
九
、
一
九
八
五
年
、

三
一
～
四
八
頁
。

5	

曽
布
川
寛
「
中
国
出
土
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
の
図
像
学
」
曽
布
川
寛
、
吉
田
豊
編
『
ソ

─ 40 ─



グ
ド
人
の
美
術
と
言
語
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
二
四
〇
～
二
五
三
頁
。

6	

朱
岩
石
、
何
利
群
著
、
熊
坂
聡
美
訳
「
北
朝
鄴
城
の
趙
彭
城
北
朝
仏
寺
と
北
呉
庄
仏

教
造
像
坑
出
土
像
」
濱
田
瑞
美
責
任
編
集
『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集　

東
ア
ジ
ア
Ⅰ　

後
漢
・
三
国
・
南
北
朝
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
三
一
二
頁
。

7	

北
京
・
中
国
国
家
博
物
館
「
和
合
共
生

－

臨
漳
鄴
城
仏
造
像
展
」（
二
〇
一
九
年
八
月

六
日
～
十
月
二
七
日
）。
図
録
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、
河
北
省
文
物
研

究
所
編
著
『
鄴
城
北
呉
荘
出
土
仏
教
造
像
』
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
。

8	

拙
稿
「
従
白
鶴
美
術
館
所
蔵
白
石
台
座
看
北
斉
時
期
河
北
地
区
的
仏
教
造
像
情
况
」

『
仏
、
縁

－

河
北
曲
陽
白
石 

仏
教
造
像
芸
術
展
論
文
集
』、
仏
光
山
仏
陀
記
念
館
、
二

〇
一
七
年
、
拙
稿
「『
白
石
蓮
台
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
大
き
な
美
術
、
小
さ
な
美
術
』

展
冊
子
、
白
鶴
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
。

9	

岡
田
健
「
南
北
朝
後
期
仏
教
美
術
の
諸
相
」
前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
三
〇

五
～
三
〇
七
頁
。

10	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
四
四
七
頁
、
八
木
春
生
『
中
国
仏
教
造
像
の
変
容

―
南
北
朝
後
期
お
よ
び
隋
時
代
』
法
藏
館
、
二
〇
一
三
年
、
十
頁
。

11	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
八
頁
。

12	

以
上
の
岡
田
氏
の
北
響
堂
山
石
窟
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
前
掲
岡
田
（
一
九
八
五
）

三
一
～
四
八
頁
及
び
前
掲
岡
田
（
二
〇
〇
〇
）
三
〇
〇
頁
。

13	

八
木
氏
の
指
摘
は
、
前
掲
八
木
（
二
〇
一
三
）
十
四
頁
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
文

物
管
理
委
員
会
、
拝
城
県
キ
ジ
ル
千
仏
洞
文
物
保
管
所
編
『
中
国
石
窟
・
キ
ジ
ル
石

窟
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
三
年
、
二
二
九
頁
。

14	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
八
頁
、
前
掲
八
木
（
二
〇
一
三
）
四
四
頁
。

15	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
八
頁
。

16	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
八
頁
。

17	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
九
頁
。

18	

長
村
真
吾
「
博
山
炉
原
型
考

－

崑
崙
山
と
の
関
係
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文

化
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
六
八
頁
。

19	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
四
四
七
頁
。

20	

邯
鄲
市
文
物
保
管
所
「
邯
鄲
鼓
山
水
浴
寺
石
窟
調
査
報
告
」『
文
物
』
一
九
八
七
年
第

四
期
、
十
四
頁
参
照
。

21	

田
熊
信
之
「
邯
鄲
鼓
山
水
浴
寺
東
山
石
窟
の
銘
文
に
つ
い
て
」『
学
苑
』
第
七
八
三
号
、

二
〇
〇
六
年
、
一
四
五
～
一
四
六
頁
。

22	

太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
北
斉
徐
顕
秀
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
山

西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
編
『
北
斉
東
安
王
婁
睿
墓
』
文
物
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

23	

前
掲
朱
岩
石
、
何
利
群
（
二
〇
一
七
）
三
三
三
頁
。

24	

以
下
、
実
見
し
得
た
銘
文
を
明
記
し
、「
／
」
で
改
行
を
示
し
、
句
読
点
を
付
す
。「
武

定
四
季
歳
次
丙
寅
／
四
月
癸
酉
朔
八
日
庚
辰
、
／
清
信
士
佛
弟
子
平
東
／
将
軍
常
山

太
守
廣
平
／
郡
開
國
公
高
子
瑗
、
仰
／
為
内
親
敬
造
太
子
思
／
惟
像
一
軀
。
願
令
籍

此
／
功
徳
、
衆
善
慶
集
、
延
／
季
寶
壽
、
生
生
世
世
値
／
佛
聞
法
、
常
与
善
居
／
一

切
衆
生
咸
同
斯
／
福
」。

25	

「
大
魏
武
定
五
年
正
月
十
日
、
仏
弟
子
／
清
信
女
弄
（
？
）
女
、
□
阿
黒
□
女
身
（
？
）

人
黒
（
？
）
阿
／
暉
等
、
敬
造
弥
勒
像
一
區
、
□
此
善
根
、
／
當
願
皇
□
□
一
□
八

横
面
他
（
？
）
九
根
（
？
）、
／
猶
同
三
寶
、
長
幡
、
法
輪
不
絶
、
又
願
／
皇
帝
陛
下
、

髙
皇
后
等
、
延
祚
无
／
極
、
永
隆
万
代
、
又
願
黒
（
？
）
等
己
身
□
／
存
母
（
？
）、

隠
士
官
、
皇
右
（
？
）
流
心
諸
下
意
、
念
生
／
々
世
々
値
仏
聞
法
、
々
界
衆
生
□
□

成
仏
。」

26	

前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
〇
）
図
版
二
五
〇
～
二
五
二
。

27	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
十
二
。

28	

北
魏
～
唐
ま
で
の
半
跏
思
惟
像
は
第
一
義
的
に
太
子
思
惟
像
の
像
現
と
の
指
摘
が
あ

る
（
松
原
三
郎
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
、
一
一
九
頁
）。

29	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
二
二
五
～
二
二
六
頁
。

30	

臨
漳
仏
造
像
館
に
て
展
示
（
二
〇
一
七
年
）。

31	

「
比
丘
尼
法

侍
佛
」、「
天
保
元
年
十
一
月
十
五
日
敬
造
」。

32	

石
松
日
奈
子
「
敦
煌
莫
高
窟
第
二
八
五
窟
北
壁
の
供
養
者
像
と
供
養
者
題
記
」『
龍
谷

史
壇
』
第
一
三
一
号
、
二
〇
一
〇
年
。
徐
男
英
氏
は
、
石
窟
も
含
め
て
、
北
斉
期
の

臨
漳
付
近
の
作
品
に
お
い
て
西
域
的
服
飾
の
神
王
の
流
行
を
指
摘
す
る
（
徐
男
英
「
河

北
出
土
北
朝
期
白
玉
像
考
」
前
掲
濱
田
〈
二
〇
一
七
〉
三
七
四
頁
）。

33	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
一
一
一
。

34	

陝
西
省
考
古
研
究
所
『
西
安
北
周
安
伽
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
図
版
六
八
。

35	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
五
七
。

36	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
一
二
二
。

37	
「
武
平
五
年
五
月
六
日
、
趙
美
為
亡
息
曇
道
造
像
一
区
。
曇
伽
地
」。

38	
前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
一
一
一
。

39	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
一
一
二
。

40	

前
掲
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二
〇
一
九
）
図
版
四
八
。
鄴
城
以
外
で

は
、
藁
城
北
賈
同
村
出
土
の
「
二
仏
坐
像
」（
河
清
元
年　

五
六
二　

正
定
文
物
保
管

所
蔵
）
が
Ｂ
群
と
同
様
の
作
行
き
を
有
す
る
（
前
掲
松
原
〈
一
九
九
五
〉
図
版
四
二
三
）。
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41	

前
掲
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
（
二
〇
〇
五
）、
前
掲
山
西
省
考
古
研
究
所
ほ
か
（
二

〇
〇
六
）。

42	
前
掲
曽
布
川
ほ
か
（
二
〇
〇
三
）
図
版
二
七
、
二
八
、
三
七
八
頁
。

43	
武
光
文
『
北
斉
徐
顕
秀
墓
』
三
晋
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
頁
。

44	
前
掲
曽
布
川
（
二
〇
一
一
）
二
五
一
頁
。

45	

画
史
叢
書
本
『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
、
九
七
頁
。

46	

長
廣
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』
二
（
東
洋
文
庫
三
一
一
）、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
、

六
二
頁
参
照
。

47	

中
華
書
局
標
点
本
『
北
史
』
三
一
八
七
頁
。

48	

後
藤
勝
「
東
魏
・
北
斉
朝
の
西
域
人

－

西
域
帰
化
人
研
究 

そ
の
四
」『
聖
徳
学
園
岐

阜
教
育
大
学
紀
要
』
第
十
九
号
、
一
九
九
〇
年
、
四
七
～
六
四
頁
。

49	

中
華
書
局
標
点
本
『
北
斉
書
』
一
二
八
頁
。

50	

中
華
書
局
標
点
本
『
北
斉
書
』
五
五
六
頁
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
に
公
益
財
団
法
人
高
梨
学
術
奨
励
基

金
「
二
〇
一
九
年
度
若
手
研
究
助
成
」
を
受
け
て
実
施
し
た
「
中
国
東
魏
・
北
斉
時
代
の

大
理
石
製
台
座
の
研
究
」（
田
林
啓〈
白
鶴
美
術
館
〉、
瀧
朝
子〈
大
和
文
華
館
〉、
許
棟〈
太

原
理
工
大
学
〉）
の
成
果
報
告
書
に
所
収
さ
れ
る
拙
稿
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究

期
間
中
に
は
、
下
記
の
諸
氏
か
ら
ご
助
力
及
び
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

杜
暁
帆
氏
（
復
旦
大
学
）、
劉
麗
君
氏
（
河
北
省
文
物
局
）、
趙
学
鋒
氏
（
磁
州
窯
博
物
館
）、

張
林
堂
氏（
峰
峰
博
物
館
）、
趙
立
春
氏（
南
響
堂
山
石
窟
）、
楊
建
勇
氏（
南
響
堂
山
石
窟
）、

李
利
元
氏
（
北
響
堂
山
石
窟
）、
王
雲
氏
（
中
央
美
術
学
院
）。

【
図
版
出
典
】

口
絵
3　

白
鶴
美
術
館
提
供

挿
図
1
～
6
、
8　

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
九
年
十
月
十
三
日
、
於
北
響
堂
山
石
窟
、
南
響

堂
山
石
窟
、
水
浴
寺
石
窟
）

挿
図
10
～
15
、
17
、
19
、
20
、
22
、
23　

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
九
年
十
月
十
五
日
、
於
中

国
国
家
博
物
館
「
和
合
共
生

－

臨
漳
鄴
城
仏
造
像
展
」）

挿
図
7　

曽
布
川
寛
、
岡
田
健
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編　

第
三
巻　

三
国
・

南
北
朝
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
転
載

挿
図
9
、
24　

筆
者
作
成

挿
図
16
、
18　

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
七
年
二
月
十
九
日
、
於
臨
漳
仏
造
像
館
）

挿
図
21　

筆
者
撮
影
（
二
〇
一
七
年
六
月
十
八
日
、
於
平
涼
市
博
物
館
）
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